
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像を表示する表示手段と、
　第１の色空間に基づいて色を表す映像信号のうち、色を表す色信号である第１の色信号
が入力されてくると、その第１の色信号を前記表示手段が色を表示するために用いる色空
間である第２の色空間に基づく色を表す信号である第２の色信号に変換する色空間変換手
段と、
　変換された前記第２の色信号で示す色を組み合わされて表す複数個の要素値のうち、少
なくとも一つの要素値の値に応じて他の要素値の値を修正することによって前記第２の色
信号を修正する色修正手段とを備え、
　前記表示手段は、修正された前記第２の色信号に基づいて前記映像信号の映像の色を表
示
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し、
前記少なくとも一つの要素値とは、前記表示手段が色を表示するために用いるＲＧＢ空

間におけるＲの値、またはＧの値、またはＢの値であり、
　前記他の要素値とは、前記Ｒの値及び前記Ｇの値及び前記Ｂの値のうち、前記少なくと
も一つの要素値以外の要素値であり、
　前記少なくとも一つの要素値の値に応じて他の要素値の値を修正するとは、前記少なく
とも一つの要素値の値が０より小さい場合、前記他の要素値の値を修正し、前記少なくと
も一つの要素値の値が０以上である場合、前記他の要素値の値を修正しないことであり、
　前記色修正手段は、前記他の要素値の値を修正する際、前記少なくとも一つの要素値の



画像表示装置。
【請求項２】
　請求項１記載の画像表示装置の、映像を表示する表示手段と、
第１の色空間に基づいて色を表す映像信号のうち、色を表す色信号である第１の色信号が
入力されてくると、その第１の色信号を前記表示手段が色を表示するために用いる色空間
である第２の色空間に基づく色を表す信号である第２の色信号に変換する色空間変換手段
と、
　変換された前記第２の色信号で示す色を組み合わされて表す複数個の要素値のうち、少
なくとも一つの要素値の値に応じて他の要素値の値を修正することによって前記第２の色
信号を修正する色修正手 てコンピュータを機能させるためのプログラム

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＣＲＴ或いはＬＣＤやＰＤＰ等の表示デバイスを用いて映像を表示するディス
プレイや投射式ビデオプロジェクターなどの画像表示装置、及びプログラムに関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】
現在、デジタルテレビ放送技術の進歩につれて、放送用ＶＴＲなどのビデオ信号送出装置
から送られてくる映像信号（ビデオ信号）の仕様が、表示すべき映像信号の走査周波数、
映像表示期間、及び表示位置、映像帰線期間等が多種多様となっている。
【０００３】
このため、１台の画像表示装置で各種の映像信号（ビデオ信号）に対応して適切な映像表
示ができる、いわゆるマルチスキャンディスプレイが使用されるようになってきた。
【０００４】
さらに、近年、表示用デバイスとして従来主流であったＣＲＴ以外に、ＬＣＤやＰＤＰと
いった新表示デバイスの進歩がめざましく、これらのデバイスを使用した画像表示装置も
市場に出ている。
【０００５】
特に映像信号規格に忠実な色再現を必要とされる分野での画像表示装置では映像信号を表
示用デバイスにあわせて色空間変換して表示するものがある。
【０００６】
以下、図面を用いて従来の色空間変換を行う画像表示装置の一例を説明する。
【０００７】
図７に従来の色空間変換を行う画像表示装置の単純化したブロック図を示す。
【０００８】
図７において、ＲＧＢの映像信号を色空間変換する変換マトリクス回路１０が表示インタ
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値の前記所定の値に対する差の絶対値が大きいほど、前記他の要素値の値を修正する量を
大きくすることを特徴とする

段とし であって、
　前記表示手段は、修正された前記第２の色信号に基づいて前記映像信号の映像の色を表
示し、
　前記少なくとも一つの要素値とは、前記表示手段が色を表示するために用いるＲＧＢ空
間におけるＲの値、またはＧの値、またはＢの値であり、
　前記他の要素値とは、前記Ｒの値及び前記Ｇの値及び前記Ｂの値のうち、前記少なくと
も一つの要素値以外の要素値であり、
　前記少なくとも一つの要素値の値に応じて他の要素値の値を修正するとは、前記少なく
とも一つの要素値の値が０より小さい場合、前記他の要素値の値を修正し、前記少なくと
も一つの要素値の値が０以上である場合、前記他の要素値の値を修正しないことであり、
前記色修正手段は、前記他の要素値の値を修正する際、前記少なくとも一つの要素値の値
の前記所定の値に対する差の絶対値が大きいほど、前記他の要素値の値を修正する量を大
きくすることを特徴とする、プログラム。



ーフェイス１１を介して表示デバイス１２に接続されている。表示デバイス１２は例えば
ＣＲＴやＬＣＤである。
【０００９】
以上のように構成された従来の画像表示装置においては、ＲＧＢの映像信号がまず変換マ
トリクス回路１０にて色空間変換される。変換マトリクス回路１０は、ＲＧＢ映像信号を
一次変換する回路である。このような一次変換を行う構成例として図８に変換マトリクス
回路１０の内部ブロック図を示す。
【００１０】
変換マトリクス回路１０に入力されたＲＧＢの映像信号は３×３の行列演算を経て出力Ｒ
’Ｇ’Ｂ’として出力される。なお図８において乗算回路部分は入力されたＲＧＢの各成
分に定数をかけるのであるがその定数部分は図では省略している。
【００１１】
変換マトリクス回路１０より出力された映像信号Ｒ’Ｇ’Ｂ’は表示インターフェイス１
１にて表示デバイス１２を駆動するのに適切な信号に加工されて表示デバイス１２に到達
し表示デバイス１２は画像を表示する。
【００１２】
Ｒ’Ｇ’Ｂ’は図８に示すように行列演算を経ての出力であるため、特に原色近傍では、
どれかの信号が負の値を示す信号になることもあり得る。その場合、信号として負はあり
得ても表示デバイスからの表示光としては負はあり得ないため負の信号は零の信号と同等
となる。例えばＲＧＢの映像信号レベルが（０，０，２００）であったのが変換マトリク
ス回路１０によってＲ’Ｇ’Ｂ’として（１１，－１２，２０６）と変換されたとすると
、表示光としては（１１，０，２０６）と同等となる。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
このような画像表示装置において、Ｒ’Ｇ’Ｂ’のうちのどれかの信号が負の値を示す信
号になった場合、信号として負はあり得るが負の表示光は存在しないため、結果として他
の色の信号レベルが比較的高くなり、原色近傍が強く発色されるような映像となってしま
う場合がある。従来の技術の説明で挙げた例では、表示光のもととなるＲＧＢの映像信号
レベルが（０，０，２００）から（１１，０，２０６）となったことにより、ＣＩＥ１９
３１ＸＹＺ表色系で定義されているところの明るさを示す刺激値Ｙが５０％程度大きくな
ってしまう。
【００１４】
すなわち、従来の画像表示装置では、映像信号が色空間変換されると表示される映像が原
色近傍が強く発色する映像となってしまう場合があるという課題がある。
【００２０】
本発明は、上記課題を考慮し、色空間変換を行った場合でも表示された色が原色近傍で強
く発色されることを防止し、違和感のない映像を表示することができる画像表示装置、及
びプログラムを提供することを目的とするものである。
【００２３】
【課題を解決するための手段】
　上述した課題を解決するために、第１の本発明（請求項１に対応）は、映像を表示する
表示手段と、
　第１の色空間に基づいて色を表す映像信号のうち、色を表す色信号である第１の色信号
が入力されてくると、その第１の色信号を前記表示手段が色を表示するために用いる色空
間である第２の色空間に基づく色を表す信号である第２の色信号に変換する色空間変換手
段と、
　変換された前記第２の色信号で示す色を組み合わされて表す複数個の要素値のうち、少
なくとも一つの要素値の値に応じて他の要素値の値を修正することによって前記第２の色
信号を修正する色修正手段とを備え、
　前記表示手段は、修正された前記第２の色信号に基づいて前記映像信号の映像の色を表
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示
　

画像表示装置である。
【００３３】
　また、第 の本発明（請求項 に対応）は、第１の本発 像表示装置の、映像を表
示する表示手段と、
第１の色空間に基づいて色を表す映像信号のうち、色を表す色信号である第１の色信号が
入力されてくると、その第１の色信号を前記表示手段が色を表示するために用いる色空間
である第２の色空間に基づく色を表す信号である第２の色信号に変換する色空間変換手段
と、
変換された前記第２の色信号で示す色を組み合わされて表す複数個の要素値のうち、少な
くとも一つの要素値の値に応じて他の要素値の値を修正することによって前記第２の色信
号を修正する色修正手 てコンピュータを機能させるためのプログラム

である。
【００３６】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態について、図１から図 を用いて説明する。
【００３７】
　なお、図１から図 において従来例と同等の役割をする構成物については同じ番号を付
与している。また映像信号などはアナログ、デジタルの区別をしていないが、このことは
特に本願発明の内容を制限するものではなく、どちらの場合でも本願発明は有効である。
【００３８】
（実施の形態１）
図１に、本発明の実施の形態１の画像表示装置のブロック図を示す。
【００３９】
図１において１０は変換マトリクス回路、１１は表示インターフェイス、１２は表示デバ
イスである。従来例と異なり、変換マトリクス回路１０と表示インターフェイス１１との
間に以下に説明するものが挿入されている。
【００４０】
すなわち、１３は修正レベル発生部であり、変換マトリクス回路１０の出力Ｇ’が入力さ
れている。修正レベル発生部１３からは変換マトリクス回路１０の出力Ｒ’，Ｂ’のレベ

10

20

30

40

50

(4) JP 3714877 B2 2005.11.9

し、
前記少なくとも一つの要素値とは、前記表示手段が色を表示するために用いるＲＧＢ空

間におけるＲの値、またはＧの値、またはＢの値であり、
　前記他の要素値とは、前記Ｒの値及び前記Ｇの値及び前記Ｂの値のうち、前記少なくと
も一つの要素値以外の要素値であり、
　前記少なくとも一つの要素値の値に応じて他の要素値の値を修正するとは、前記少なく
とも一つの要素値の値が０より小さい場合、前記他の要素値の値を修正し、前記少なくと
も一つの要素値の値が０以上である場合、前記他の要素値の値を修正しないことであり、
　前記色修正手段は、前記他の要素値の値を修正する際、前記少なくとも一つの要素値の
値の前記所定の値に対する差の絶対値が大きいほど、前記他の要素値の値を修正する量を
大きくすることを特徴とする

２ ２ 明の画

段とし であって、
　前記表示手段は、修正された前記第２の色信号に基づいて前記映像信号の映像の色を表
示し、
　前記少なくとも一つの要素値とは、前記表示手段が色を表示するために用いるＲＧＢ空
間におけるＲの値、またはＧの値、またはＢの値であり、
　前記他の要素値とは、前記Ｒの値及び前記Ｇの値及び前記Ｂの値のうち、前記少なくと
も一つの要素値以外の要素値であり、
　前記少なくとも一つの要素値の値に応じて他の要素値の値を修正するとは、前記少なく
とも一つの要素値の値が０より小さい場合、前記他の要素値の値を修正し、前記少なくと
も一つの要素値の値が０以上である場合、前記他の要素値の値を修正しないことであり、
前記色修正手段は、前記他の要素値の値を修正する際、前記少なくとも一つの要素値の値
の前記所定の値に対する差の絶対値が大きいほど、前記他の要素値の値を修正する量を大
きくすることを特徴とする、プログラム

２

２



ルを修正するためのレベル修正の信号が出力されてＲ’，Ｂ’それぞれに対する加算機に
入れられると共に、Ｇ’の値に応じて変更が加えられた信号Ｇ *が出力され表示インター
フェイス１１に入力される。
【００４１】
Ｒ’，Ｂ’が加算機を経たあとの信号Ｒ *，Ｂ *も表示インターフェイス１１に入力される
。表示インターフェイス１１の出力は表示デバイス１２に接続されている。表示デバイス
１２は例えばＣＲＴやＬＣＤである。
【００４２】
なお図１で加算機として示している部分は減算機能も含むものとする。また乗算機でその
役割を代用しても構わない。
【００４３】
なお、本実施の形態の表示デバイス１２は本発明の表示手段の例であり、本実施の形態の
変換マトリクス回路１０は本発明の色空間変換手段の例であり、本実施の形態の修正レベ
ル発生部１３と加算機は本発明の色修正手段の例であり、本実施の形態のＲ’の値、Ｇ’
の値、及びＢ’の値は本発明の複数個の要素値の例であり、本実施の形態のＧ’の値は本
発明の少なくとも一つの要素値の値の例であり、本実施の形態のＲ’の値とＢ’の値は本
発明の他の要素値の例であり、本実施の形態のＲＧＢは本発明の第１の色信号の例であり
、本実施の形態のＲ’Ｇ’Ｂ’は本発明の第２の色信号の例である。
【００４４】
以上のように構成された画像表示装置について、以下、その動作を述べる。
【００４５】
図１において、ＲＧＢの映像信号がまず変換マトリクス回路１０にて色空間変換される。
変換マトリクス回路１０の内部の動作は従来と同じであるので説明を省略する。
【００４６】
変換マトリクス回路１０より出力された映像信号Ｒ’Ｇ’Ｂ’の内、まずＧ’は修正レベ
ル発生部１３にてその信号レベルが他の色を強く発色することになるレベル（例えば負の
値）であるかどうかを判別される。
【００４７】
そして、他の色を強く発色することになるレベルである場合にはＲ’，Ｂ’に対するレベ
ル修正の信号が出力されると共に変更が加えられた信号Ｇ *が出力される。Ｒ’，Ｂ’は
レベル修正の信号によってレベルを加減することで修正されＲ *，Ｂ *として表示インター
フェイス１１に入力される。
【００４８】
表示インターフェイス１１はＲ *，Ｇ *，Ｂ *信号を受け表示デバイス１２を駆動するのに
適切な信号に加工する。そして、表示デバイス１２は加工された信号を入力して、画像を
表示する。結果としてＲやＢの表示光は不自然に強く発色することが抑えられる。
【００４９】
Ｇ’が他の色を強く発色することになるレベルでない場合にはＲ’Ｇ’Ｂ’はそのまま修
正を受けることなくＲ *，Ｇ *，Ｂ *として表示インターフェイス１１に渡る。
【００５０】
以上のように、変換マトリクス部のＲＧＢ出力のうち少なくとも一つの色用信号のレベル
をもとに他の色のレベルの修正値を発生する修正レベル発生部と、前記修正レベル発生部
が発生した修正値をもとに色の信号レベルを増減する増減部とを設けることにより、色空
間変換を行った場合でも、ある色が原色近傍で強く発色されることを防止することが出来
る。
【００５１】
ここでさらに、修正レベル発生部１３の構成について図２を用いて説明する。
【００５２】
図２は図１の修正レベル発生部１３の内部構成を示すブロック図である。
【００５３】
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図２において１４は極性判別部であり、入力は極性判別部１４と乗算回路とに接続されて
いる。なお図２において乗算回路部分は定数をかけるのであるがその定数部分は図では省
略している。１５ａ～１５ｃは信号データ切替回路であり、極性判別部１４からの切替信
号によって定数と信号との切替が行われる。
【００５４】
以下、図２を用いてその動作を述べる。図１の変換マトリクス回路１０からの出力のＧ’
が修正レベル発生部１３に入力される。修正レベル発生部１３に於いて、入力信号Ｇ’は
、まず極性判別部１４にて信号の極性判別がされる。
【００５５】
さらにＧ’と比例した値の信号が信号データ切替回路１５ａ，１５ｃの入力の一方に入る
。信号データ切替回路１５ａ，１５ｃともに他方の入力は零などの定数である。
【００５６】
Ｇ’の極性が正と判別された場合は信号データ切替回路１５は１５ａ、１５ｃは定数側、
１５ｂは信号側に切り替わり、負と判別された場合には逆側に切り替わるようになってい
る。
【００５７】
従ってＧ’の極性が正と判別された場合は、出力される修正値は零などの定数となり、Ｇ
’もそのまま出力されるが、負と判別された場合は出力Ｇ *は零などの定数になるととも
に修正値としてＧ’に比例した値の信号が出力される。
【００５８】
すなわちＧ’が負である場合Ｇ’の絶対値が大きい場合は他の色の修正を大きくし、絶対
値が小さい場合は他の色の修正を小さくすることが出来る。
【００５９】
以上のように、修正レベル発生部が、入力された色の信号レベルを一定の閾値（上記の例
では零）と比較判別する判別部と、入力された色の信号レベルをもとにした値と一定値と
を切り替え、さらに別の一定値と前記入力された色の信号とを切り替えて新たな色の信号
として出力する信号データの切替部とを備え、前記判別部の出力により切替部の切り替え
動作が行われることにより、映像信号レベルの修正が必要な場合に動的に且つ適切な修正
値の信号を出力することが出来、結果として画像表示装置の原色近傍の発色の修正を最適
に行うことが出来る。
【００６０】
なお、以上の実施の形態において修正レベル発生部１３がＧ’の後段にのみ設けている例
を示しているが、このことは特に本願発明の内容を制限するものではなく、変換マトリク
ス回路１０の行列要素によっては、修正レベル発生部１３をＲ’やＢ’の後段に設ける場
合や複数設ける場合もある。
【００６１】
　

　（実施の形態２）

　図３は、本発明 実施の形態２における画像表示装置の変換マトリクス

10

20

30

40

50

(6) JP 3714877 B2 2005.11.9

以上、本発明の実施の形態について説明した。以下、本発明の関連技術を、実施の形態
２～４として説明する。

　本発明の関連技術である実施の形態２は、以下の課題を解決するものである。
　すなわち、従来の画像表示装置における変換マトリックス回路１０がＲＧＢの映像信号
を一次変換する際の変換マトリクスの各要素の値である変換定数は、固定値が用いられて
いる。
　従って、ＣＭＹ（シアン、マゼンダ、イエロー）等の中間色を制御するなどし中間色の
色調を微調整することが出来ない。
　すなわち、従来の画像表示装置では、中間色の色調を微調整することが出来ないという
課題がある。
　実施の形態２は、上記課題を考慮し、中間色の色調を微調整することが出来る画像表示
装置、及びプログラムを提供することを目的とするものである。

の関連技術である



回路の内部構成を示し、図中に×，＋で示している部分はそれぞれ乗算回路，加（減）算
回路の部分である。画像表示装置全体の構成としては図８の従来例や図１に示す第１の発
明を例としてあげられる。
【００６２】
図３において、入力されたＲＧＢの映像信号は３×３の行列演算を経て出力Ｒ”Ｇ”Ｂ”
として出力される構成となっている。なお図３において乗算回路部分は定数をかけるので
あるがその定数部分は図では省略している。
【００６３】
乗算回路部分には、かける定数を微調整する調整部１６ａ～１６ｆが接続されている。Ｒ
からＲ”、ＧからＧ”、ＢからＢ”の一部が導出される乗算回路には調整部１６ａ～１６
ｃが接続され、Ｇ，ＢからＧ”，Ｂ”、Ｒ，ＢからＲ”，Ｂ”、Ｒ，ＧからＲ”，Ｇ”の
一部が導出される乗算回路には調整部１６ｄ～１６ｆが接続され、それぞれ乗算回路部分
のかける定数を微調整できる構成となっている。
【００６４】
図示していないが調整部１６ａ～１６ｅには微調整値を入力することが出来るようになっ
ており、操作者は任意に微調整値を可変する事が出来る。
【００６５】
なお、本実施の形態の行列は本発明の変換行列の例であり、本実施の形態の変換マトリク
ス回路は本発明の色空間変換手段の例であり、本実施の形態の調整部１６ａ～１６ｅは本
発明の変換行列調整手段の例である。
【００６６】
以上のように構成された画像表示装置の変換マトリクス回路について、以下、その動作を
述べる。
【００６７】
入力されたＲＧＢの映像信号は３×３の行列演算を経て出力Ｒ”Ｇ”Ｂ”として出力され
る。このとき調整部１６ａ～１６ｅの微調整値を動かすことにより、ＲＧＢだけでなく、
ＣＭＹ（シアン，マゼンダ，イエロー）という中間色も微調整される。
【００６８】
以上のように、行列の要素の主対角線上の要素以外の少なくとも２つ以上の要素の値を可
変出来る調整部を備えたことにより、変換マトリクス回路において中間色を微調整するこ
とが出来る画像表示装置を得る。
【００６９】
ここでさらに調整部１６の構成について図４を用いて説明する。
【００７０】
図４は図３の調整部１６ｄ～１６ｆの内の一つの内部構成を示す図である。図４において
入力された微調整データはそのまま出力される微調整データａと、調整部内に構成された
符号反転部２０によって符号反転されて出力される微調整データｂとに分かれて出力され
る。
【００７１】
従って図４の構成の調整部であると、中間色に関わる２つの行列要素の一方の値を増やし
たとき、もう一方の値は減らすことが出来る。よってＲ”Ｇ”Ｂ”が原色近傍の場合には
ほとんど影響を与えることなく、中間色を調整できる。
【００７２】
以上のように、調整部１６が、調整値の入力部と少なくとも２つ以上の調整値の出力部と
、入力された調整値の信号の正負を反転する符号反転部とを備え、前記調整値の出力部の
うちの少なくとも一つは前記符号反転部を通っての出力となっていることにより、中間色
を実質上独立して微調整することが出来る。
【００７３】
　（実施の形態３）
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本発明の関連技術である実施の形態３は、以下の課題を解決するものである。



　

　図５に、本発明の 実施の形態３の画像表示装置のブロック図を示す。
【００７４】
図５において、ＲＧＢの映像信号を色空間変換する変換マトリクス回路１０が表示インタ
ーフェイス１１を介して表示デバイス１２に接続されている。表示デバイス１２は例えば
ＣＲＴやＬＣＤである。
【００７５】
また変換マトリクス回路１０の変換係数（行列演算の行列要素の値）を複数の数値テーブ
ルとして持つ係数テーブル部２５と、係数テーブル部２５の複数の数値テーブルを各種情
報をもとに選択する係数選択部２６とが設置されている。
【００７６】
なお、本実施の形態の係数選択部２６は本発明の変換行列選択手段の例である。
【００７７】
以上のように構成された画像表示装置において、以下、その動作を述べる。
【００７８】
図５において、ＲＧＢの映像信号がまず変換マトリクス回路１０にて色空間変換される。
【００７９】
変換マトリクス回路１０での演算で用いられる変換係数は、画像表示装置に入力されてい
る映像方式やホワイトバランスなどの情報をもとに係数選択部２６が係数テーブル部２５
から選択した数値テーブルが用いられる。
【００８０】
変換マトリクス回路１０より出力された映像信号Ｒ’Ｇ’Ｂ’は表示インターフェイス１
１にて表示デバイス１２を駆動するのに適切な信号に加工されて表示デバイス１２に到達
し表示デバイス１２は画像を表示する。
【００８１】
ここで、表示画像は画像表示装置に入力されている映像方式やホワイトバランスなどの情
報をもとに選択されて最適な変換係数で色空間変換がされている。
【００８２】
以上のように、複数の係数テーブルからなる係数テーブル部と、内部或いは外部情報によ
って係数テーブルを選択する情報を作成する係数選択部とを備え、前記変換マトリクス部
が前記係数選択部が作成した情報によって選択された前記係数テーブル部の係数テーブル
を参照して行列演算する構成となっていることにより、常に最適な色空間変換をした画像
を表示することが出来る。
【００８３】
　（実施の形態４）
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　すなわち、３原色の規格値の異なる映像信号規格に沿った信号が入力された場合や、表
示する色温度を変更した場合はそのままの変換マトリクスの定数では不適切となり、正確
な色空間変換が出来なくなる。
　すなわち、従来の画像表示装置では、３原色の規格値が異なった映像信号が入力された
場合や、表示する色温度を変更した場合などは、正確な色空間変換が出来なくなるという
課題がある。

実施の形態３は、上記課題を考慮し、３原色の規格値が異なった映像信号が入力された
場合や、表示する色温度を変更した場合などでも、正確な色空間変換が出来る画像表示装
置、及びプログラムを提供することを目的とするものである。

関連技術である

本発明の関連技術である実施の形態４は、以下の課題を解決するものである。
すなわち、３原色の規格値の異なる映像信号規格に沿った信号が入力された場合や、表

示する色温度を変更した場合はそのままの変換マトリクスの定数では不適切となり、正確
な色空間変換が出来なくなる。
　実施の形態４は、上記課題を考慮し、３原色の規格値が異なった映像信号が入力された
場合や、表示する色温度を変更した場合などでも、正確な色空間変換が出来る画像表示装
置、及びプログラムを提供することを目的とするものである。



　図６に、本発明の実施の形態４における画像表示装置のブロック図を示し、図６におい
て、ＲＧＢの映像信号を色空間変換する変換マトリクス回路１０が単色表示部２１、表示
インターフェイス１１を介して表示デバイス１２に接続されている。表示デバイス１２は
例えばＣＲＴやＬＣＤである。また変換マトリクス回路１０の変換係数（行列演算の行列
要素の値）を複数の数値テーブルとして持つ係数テーブル部２５が設置されている。
【００８４】
また表示デバイス１２の表示光を受光できる位置に測光装置２２が設置され、測光装置２
２の出力データは係数演算部２４に入力され、係数演算部２４の出力は係数テーブル部２
５に接続されている。係数演算部２４と単色表示部２１と係数演算制御部２３によって制
御される構成となっている。
【００８５】
なお、本実施の形態の単色表示部２１は本発明の単色表示手段の例であり、本実施の形態
の測光装置２２は本発明の測光手段の例であり、本実施の形態の係数演算制御部２３と係
数演算部２４は本発明の変換行列算出手段の例である。
【００８６】
以上のように構成された画像表示装置について、以下、その動作を述べる。
【００８７】
図６において、ＲＧＢの映像信号がまず変換マトリクス回路１０にて色空間変換される。
【００８８】
変換マトリクス回路１０での演算で用いられる変換係数は、画像表示装置に入力されてい
る映像方式やホワイトバランスなどの情報をもとに係数選択部２６が係数テーブル部２５
から選択した数値テーブルが用いられる。
【００８９】
変換マトリクス回路１０より出力され単色表示部２１を経た映像信号Ｒ’Ｇ’Ｂ’は表示
インターフェイス１１にて表示デバイス１２を駆動するのに適切な信号に加工されて表示
デバイス１２に到達し表示デバイス１２は画像を表示する。
【００９０】
ここで係数演算制御部２３が単色表示部２１に対して、ＲＧＢのうちどれか単色のみ通す
ように制御をかけると表示デバイスは例えばＲのみ発光し、測光装置２２はＲの光を受け
てその色度情報を係数演算部２４に伝える。
【００９１】
さらにＧ，Ｂと単色発光の制御が切り替わると、係数演算部２３にはＲＧＢそれぞれの色
度情報が集められることとなる。係数演算部２３は集められたＲＧＢの色度情報とあらか
じめ持っているホワイトバランスや映像方式のデータをもとに表示デバイス１２に適した
係数テーブルを作成し、係数テーブル部２５の係数テーブルを新規作成或いは更新するこ
とが出来る。
【００９２】
以上のように、ＲＧＢ各色の信号をそれぞれ単色のみ表示させるような信号に切り替える
単色表示部と、前記表示デバイスからの光出力を測光する測光装置と、前記測光装置の出
力から前記係数テーブルの係数を演算する係数演算部と、前記単色表示部と前記係数演算
部とを制御する係数演算制御部とを備えた構成となっていることにより、表示デバイスの
特性に最適な色空間変換が出来る行列演算の係数を得ることが出来る。
【００９３】
以上のように本実施の形態によれば、色空間変換を行った場合でもある色が原色近傍で強
く発色されることを防止し違和感のない映像を表示することが出来るという顕著な効果が
ある。またさらに、色空間変換条件が変わっても、容易に変換マトリクスの微調整が可能
となり、或いは変換マトリクスの変換の定数を切り替えて適切に色空間変換を行える、ま
たさらに変換の定数を最適なものに出来るという顕著な効果が得られる。
【００９４】
なお、本発明は、上述した本発明の画像表示措置の全部または一部の手段（または、装置
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、素子、回路、部等）の機能をコンピュータにより実行させるためのプログラムであって
、コンピュータと協働して動作するプログラムである。
【００９５】
また、本発明のプログラムを記録した、コンピュータに読みとり可能な記録媒体も本発明
に含まれる。
【００９６】
また、本発明のプログラムの一利用形態は、コンピュータにより読み取り可能な記録媒体
に記録され、コンピュータと協働して動作する態様であっても良い。
【００９７】
また、本発明のプログラムの一利用形態は、伝送媒体中を伝送し、コンピュータにより読
みとられ、コンピュータと協働して動作する態様であっても良い。
【００９８】
記録媒体としては、ＲＯＭ等が含まれ、伝送媒体としては、インターネット等の伝送媒体
、光・電波・音波等が含まれる。
【００９９】
なお、以上説明した様に、本発明の構成は、ソフトウェア的に実現しても良いし、ハード
ウェア的に実現しても良い。
【０１００】
【発明の効果】
以上説明したところから明らかなように、本発明は、色空間変換を行った場合でも表示さ
れた色が原色近傍で強く発色されることを防止し、違和感のない映像を表示することがで
きる画像表示装置、及びプログラムを提供することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１における画像表示装置のブロック図
【図２】本発明の実施の形態１における修正レベル発生部のブロック図
【図３】本発明の実施の形態２における変換マトリクス回路の構成図
【図４】本発明の実施の形態２における調整部の構成図
【図５】本発明の実施の形態３における画像表示装置のブロック図
【図６】本発明の実施の形態４における画像表示装置のブロック図
【図７】従来の画像表示装置の一例のブロック図
【図８】従来の画像表示装置の変換マトリクス部のブロック図
【符号の説明】
１０　変換マトリクス回路
１１　表示インターフェイス
１２　表示デバイス
１３　修正レベル発生部
１４　極性判別部
１５　信号データ切替回路
１６　調整部
２０　符号反転部
２１　単色表示部
２２　測光装置
２３　係数演算制御部
２４　係数演算部
２５　係数テーブル部
２６　係数選択部

10

20

30

40

(10) JP 3714877 B2 2005.11.9



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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